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３
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
た
１
月
15
日
、
元
気
に
登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た

ち
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
明
る
く
元
気
の
良
い
声
が
校
内
の
あ
ち
こ
ち
に
響
い

て
い
ま
す
。
体
育
館
で
の
始
業
式
後
に
は
、
下
長
中
学
校
は
や
ぶ
さ
消
防
ク

ラ
ブ
の
結
成
式
が
行
わ
れ
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
誓
い
ま
し
た
。
３
学
期
は
学
年
の
総
仕
上
げ
の
学
期
で
す
。「
今
年
こ
そ

は
」
と
新
し
い
夢
や
目
標
を
立
て
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
た
子
ど
も
た
ち
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
新
年
を
迎
え
気
持
ち
も
新
た
に
、 

生
徒
、
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年 

も
変
わ
ら
ず
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お 

願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
３
年
生
は
、
２
月
６
日
の
私
立 

入
試
、
３
月
５
日
の
県
立
入
試
に
向
け
て
、
学
習
に
も 

一
段
と
拍
車
が
か
か
り
ま
す
。
寒
さ
の
中
に
み
な
ぎ
る
、 

こ
の
張
り
詰
め
た
空
気
、
緊
張
感
は
他
の
学
年
の
子
ど 

も
た
ち
に
も
大
き
な
成
長
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の 

と
思
い
ま
す
。
２
、
１
年
生
も
こ
の
時
期
に
こ
そ
先
輩 

の
頑
張
り
を
見
習
い
、
生
活
面
、
学
習
面
と
も
に
レ
ベ 

ル
ア
ッ
プ
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
▼
こ
の 

冬
休
み
は
、
各
部
と
も
大
会
が
目
白
押
し
で
、
生
徒
も 

職
員
も
休
む
間
も
な
く
活
動
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、「
市
中
学
校
ウ
ィ
ン
タ 

ー
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
で
強
敵
の
八
戸
一
中
と
対
戦
し 

惜
し
く
も
準
優
勝
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
「
市
中 

学
校
新
春
大
会
」
で
第
３
位
と
次
大
会
で
の
雪
辱
を
誓 

い
気
合
の
こ
も
っ
た
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、 

県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
た
管
打
八
重
奏
チ 

ー
ム
が
銀
賞
、「
白
鴎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
ア
イ
ス
ホ
ッ 

ケ
ー
大
会
」
で
は
、
八
戸
合
同
（
本
校
生
徒
３
名
所
属
）
が 

準
優
勝
に
輝
く
な
ど
、
各
部
と
も
来
季
に
向
け
て
着
実
に
力 

を
蓄
え
て
い
ま
す
。
▼
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型 

コ
ロ
ナ
と
の
同
時
流
行
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
学
期
が 

始
ま
り
、
感
染
の
機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
油
断
す
る
こ
と 

な
く
感
染
症
対
策
を
と
り
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
１
年

生
「
先
輩
に
な
る
準
備
」
２
年
生
「
立
志
式
」
３
年
生
「
卒
業
式
」
と
、
い

よ
い
よ
下
長
中
は
今
年
度
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

健
康
管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

勝負の３学期 (抄) 

２年４組 〇〇 〇〇 

冬休みが終わり、今日から２年生最後 

の学期がスタートしました。僕が３学期 

頑張ることは、勉強とスポーツです。３ 

学期は新たに学習することもありますが、1､２年の学

習の総まとめもしなければなりません。苦手な所は何

回も練習して、できるようになるまで努力したいです。

時間を効率よく使って集中して勉強していきます。僕

は、陸上部とスケート部に所属しており、今の時期はス

ケートの練習に取り組んでいます。来月上旬には、長野

県で行われる全国大会に出場します。この大会のため

に今まで頑張ってきました。嬉しい時より、悔しいこと

や辛いことの方が多かったです。今までの思い全てを

注いで自分と闘い、完全燃焼したいです。この全中が終

わると、２年生で一番の大行事、立志式があります。立

志式とは、幼い心をすて、最上級生となる自覚をもつ式

です。だからこそ、自分の生き方について、 

しっかりと宣言したいと思います。２年生最 

後の３学期、充実した生活を送っていきます。 

感謝をたくさん伝えたい (抄) 

３年４組 〇〇 〇〇 

私の３学期の目標は、受検で合格するこ 

とと、笑顔で卒業できる準備をすることで 

す。県立受検は３月５日です。その日までに３年間習っ

たことをすべて復習します。具体的行動目標として、時

間を意識して問題を解くということです。受検は時間

が決まっています。決められた時間内に問題をすべて

解ききるには、普段から時間の意識をもち、素早く正確

に解くことが必要です。素早く正確に解くには、文章を

正しく、速く読み取り丁寧な字で正しく回答する必要

があります。また、仲間と一緒に勉強する環境を整える

ことも必要です。お互いに相手を思いやって勉強に集

中できる環境を整えて、全員合格できる学年にしたい

です。次に、卒業に向けて私が頑張りたいことです。私

は学プロに所属していて４組の室長でもあります。残

りの３学期の間が勉強で大変であっても、みんなで楽

しかったと思って笑顔で卒業できるような企画を考え

たいです。学プロのみんなで話し合って、どうすれば３

年生のみんなが喜んでくれて、学年目標である｢感謝｣

をたくさん伝えられるかを考えていきたいです｡３年

間お世話になった先生､保護者､そして３年生 

の仲間たちに対して、多くのありがとうを伝 

えられるよう、精一杯生活していきます。 

の 

とは三つあります。一つ目は、受験に向けて時間の使い

方を考えることです。まだ身についていないところを

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊感染症等の状況により日程を変更する場合がありま
す。ご了承ください。 

１月 
２６日（金） 漢字検定 私立高一般入試願書受付〆切 
２８日（日） 市卓球選手権大会 
３１日（火） 全校朝会 

２月 
１日（木）新入生保護者説明会 
２日（金）３年５次考査 青少年Ｇ訪問 
     市連Ｐ代議員総会 
６日（火）私立高校一般入試 
９日（金）立志式  1･2 年学習充実週間～2/15 

  １０日（土）南部地区選抜ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会～2/11 
        選抜中学校バレーボール大会 
  １１日（日）建国記念の日 高専一般入試 
  １２日（月）振替休日 
  １３日（火）県立高入学願書受付～2/19 
  １４日（水）私立高校合格発表 
  １６日（金）５次考査（1、2年） 
  １７日（土）えんぶりの日 県中ｽｹｰﾄ競技会 
    １９日（月）保体テスト（1、2 年） 
  ２０日（火）代議員会 1､2 年朝読書～2/22 
  ２１日（水）職員会議 小中連携特別委員会 
  ２２日（木）ＳＣ来校 青二養･八高支普通科検査日 
  ２３日（金）天皇誕生日 
  ２４日（土）校内停電（8:00～17:00） 
  ２９日（木）１年参観日 

① いつも見守りサポート頂き本当に感謝しております。いつ学校

に伺っても学年の先生方はじめ色々な先生方が声をかけてくだ

さり、沢山の先生方に支えられていると実感します。卒業まで

あと数か月ですが、どうぞよろしくお願い致します。 

② 先生方のご指導､見守り励ましてくださり本当に有難うございます。 

③ ３年間お世話になりました。かかわった先生たちはみんな大好きです。 

④ 一対一で子供と向き合うような時間を設けるようにした方が良

いと思います。 

⑤ 教師が生徒を贔屓しているとの話を聞いたが、子供達がそう感

じるということが残念です。 

⑥ 先生方のおかげで中学校生活を楽しく過ごせています。ありが

とうございます。 

⑦ 不審者が侵入したらマニュアルがあるのでしょうか？ 

→本校の危機管理マニュアルがあります。その都度見直し、改

善を図りながら職員で共有しています。 

⑧ 一人でも不登校の子がでないよう何とかしてほしい。 

⑨ アプリによる出欠連絡ができるようになり助かりました。先生

方の忙しさが少しでも軽減され、子どもたちとの時間がとれる

ようにと思います。 

⑩ 生徒も先生達も爽やかな挨拶をしてくれるので気持ちがいいです。 

⑪ いつも大変お世話になっております。ありがとうございますし

かありません。 

⑫ 自転車登校を許可してほしい距離だから希望します。 

⑬ 月間のスケジュールの発表をもっと早くしてほしい。 

⑭ 将来に向けて、沢山の職種の職場体験の機会を与えて頂きたく

思います。宜しくお願い致します。 

⑮ いじめに関して、学校内での取組を報告してほしい。問題が起きた際、

１先生対保護者だけでは指導内容や意見が感情論や一方的な思いにな

りすぎる可能性があります。問題があった場合どのように捉えて対応し

たのか、多方面から検討したのか等見える化してほしい。管理者も含め

保護者とともに話し合う場が必要だと思います。→対応していきます。 

⑯ 関わってくれた先生方のお陰で息子が最高に輝いた中学時代を

過ごせたこと、感謝しかありません。後４か月、全力で先生、

クラスの為に尽くす事でしょう。 

⑰ 今後も生き生きと活動できるようフォローお願いします。 

⑱ ジャンパーの色は指定があるんでしょうか？暗くなる時間も早

くなり、安全面を考えると明るい色を着せたいです。運転中、

特に外灯が少ない所だとリュックの反射板だけでは非常に見え

づらいので危ないと感じています。→色指定はありません。 

⑲  PTA の活動に関するお手紙配付もテトルなどを活用して保護 

者に周知できないものかご検討ください。 

⑳ 冬場のアウターなど、色に決まりはないと言っても暗黙の了解

でなんとなく黒やグレー、紺などの地味な色合いを着ている子

が多いと聞きました。薄暮時や夜間は反射テープが反応しない

距離･角度だと、運転中に中学生の姿が大変見つけにくいです。

むしろ赤や黄色の派手な色を推奨していると学校側から言って

下さるとありがたいです。 

㉑  冬のアウターに色や素材の指定があるのかよくわからない。パ

ーカーはダメらしいと言われるが、２，３年生は着ていると子

どもから聞いている。→ 色や素材の指定はありません。体調管理を

最優先に、授業中も防寒着やひざ掛け等の使用を認めています。 

 

㉒ 年々暑さが厳しくなってきているので早めにエアコンをつけ

てあげて欲しいです。 

㉓ 白色靴下の指定をやめてほしいです。外活動での汚れが目 

立ち、洗濯も手間がかかるため。白色のほかに黒や紺色の靴

下の着用も認めてほしいです。→検討します 

㉔ いつも楽しくやりがいをもって学校生活を過ごしておりま

す。先生方の頑張りにいつも感謝しておいます。これからも

宜しくお願い致します。 

㉕ 授業中騒がしく、集中しづらいことも聞いています。いじめの

ことは家で話してくれるので、先生にも教えた方がいいと話

しています。いじめも授業中でのことも先生方が注意しても

効かないのであれば、親を呼んで指導してほしいです。先生

方も本当に忙しく大変だと思いますが、一人でも多くの子供

達が楽しい中学校生活を送れるといいなと思っています。  

→いじめは決して許されるものではありません。いじめ事案

については最優先で対応します。お気づきの点や情報等あり

ましたらどんな事でもお知らせください。安全・安心な学校

を創っていくことを約束します。 

㉖ 今年の学校は、ちょっと硬いのでもっと子どもたちが自分の力に自信

をつけ楽しく活躍の場を持たせてくれたらなと思います。子供にと

っては、１年 1 年が思い出なので、校長先生ももっとはじけても良

いかも！いつもありがとうございます。 

㉗ ぬいぐるみのようなペンケースを使ってはいけないのはなぜです

か？→ 特に規制はありません。個人の判断に任せます。 

㉘ 保護者向けの学年便りがほしいです。手紙でなくともテトルで学年便

りを配信する等して、もっと日程を知らせてほしいです。あと、先生

によっては自身の担任の生徒をひいきする、お気に入りがいる等、

平等に接していないように感じます。気をつけてほしいです。 

*頂いたご意見･ご要望等につきましては､職員会議の議題とし今
後の教育活動に役立てていきます。御協力有難うございました。 
 

時間はもとには戻せない (抄)  １年２組 〇〇 〇〇 

３学期頑張ろうと思うことは「時間に余裕をもって行動する」ことです。２学期は期限ぎりぎ

りになってしまうことがしばしばありました。また、その油断が他の作業の支障になる場合もあ

りました。時間がないという焦りから、作業が雑になることもありました。このような失敗を繰

り返さないためにも、３学期は、課題や係の仕事は期限の２､３日前に終わらせ、物事を早めに片 

付けるようにしたいです。時間はもとには戻せない貴重なものです。過去の誤った判断も取り消せません。よく

考えてから判断し、時間を無駄にしないように気をつけたいです。後回しにするということは、未来の自分を苦

しめることになります。未来の自分を楽にするという意味でも、時間に余裕をもって行動したいです。 


